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accul tura tionJ の問題を複数の事例に即して比較検討した点で，現代の音楽学が課題とする歴史的方法と体系的方
法との融合を試みたものともなっている。その意味では，現在必要とされている「歴史的民族音楽学 historical













第 E 部 18--12世紀日本における中国音楽の受容と変容J では，唐代およびそれ以前の中国側の史籍と奈良・平安
時代の日本の史籍から必要な情報を可能な限り抽出し，当時の両国が置かれていた社会的文化的背景と照らし合わせ
て，中国の音楽文化の一部がどのように日本に導入され，定着し，日本化するに至ったかが詳細に検討されるo 扱っ
た資料は多岐にわたり，中国側では『論語J r列子J r楚辞J r三国志』などから『惰書J r梁書J r旧唐書J や『全唐
詩J r教坊記J r鞠鼓録J r楽府雑録J に至るまで，唐代末までに書かれたものが， そして日本側では正史としての
-24-
「六国史』はもちろん，宮中の儀式について書かれている『内裏式J や「延喜式j，さらに日記の類として『御堂関白
記j r小右記J r権記j，文学作品としての『源氏物語J などが克明に読み解かれている o















る o たとえば『旧唐書」に記載されている 711年の例では，正月 15日の元宵節の夜におこなわれた。日本の記録とし
ては「日本書紀J に初出する o それは『旧唐書」の記載例よりもわずかに早い693年に唐人(漢人)が日本の宮廷で
上演したことについての記述であるが， 1踏歌」という用語が使われている D その後，平安初期には日本人が宮廷儀
式の一環として踏歌を演ずるようになった。内教坊の女性を中心にして男性の官吏も加わり，宮廷の正殿でおこなわ
れたのである o 8 世紀末の延暦年間ころから正月 16 日におこなわれるようになり， 9 世紀初頭の弘仁年聞からは女性










扱う史料としては，中国側では「宋史j r都城紀勝j r明史j r大清会典J など，ベトナム側では1340年ころ成立の
『安南志略j ， 1479年から 18世紀末にかけて断続的に編纂が続けられた「大越史記全書j， 19世紀前半の「雨中随筆j，












































本文131頁( 1 頁 =25字 x 20行 x 2 段)， 400字詰原稿用紙換算約320枚





























る O また，異なる時代，異なる地域，異なる種類の資料(正史， 日記，文学作品)などに備わっている異なる背景や
性格を十分にみきわめて扱っているとは言い難い。そのような意識は読みとれるのではあるが，より厳密な資料批判
をほどこしていれば，分析データの信恵性がより高くなったと思われる。
しかしながら， これらの短所は，将来経験を積むにつれ補われてゆくべき性質のものであり，学界に対する貢献度
の高い本研究の価値を損なうものではない。
以上のように，本論文は中国人が東アジアを広く捉えようとした研究として従来の研究の水準を越える優れた論考
である O よって本研究科委員会は，本論文を博士(文学)の学位を授与するのに十分な価値を有するものと認定する。
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